
島嶼学概論Ⅱ 2012 年度 

担当者：河合先生、山本先生 
 
 

課題レポート 

 
 

水産業から考える 

中之島の振興開発 
 
 
 
 
 
 

所属：水産学研究科 食品工学研究室 

学年：修士１年 

学籍番号：3812800167 

氏名：戸田 萌 

提出日：2013 年 1 月 28 日 

文字数：1447 字（表題、参考文献は含まない） 



      水産業から考える 
中之島の振興開発 

(2013.1.28) (戸田 萌) 
 

2 

 

１、十島村および中之島の概要 

 鹿児島県トカラ列島は屋久島と奄美大島の間に約180kmに渡って連なる微小

な島々であり、いずれも新旧の火山性の 10 余の島々から成っている。他の多く

の離島と同様、昭和 30 年代後半から若年労働力の極度の流出が進み、さらにい

くつかの生活条件の比較的悪い島々では挙家離村へ発展するなど過疎現象は激

化している。臥蛇島のように無人島化するなど過疎問題は深刻である。 

 

「中之島」 

 中之島はトカラ列島の中で最大である。面積 34.47km²。周囲 30km、最高点

は御岳の 979m。人口は 100 人余。十島村で最も人口が多く、1956 年までは村役

場の所在地であった。村役場が村外の鹿児島市に移転した後も 2008 年までは支所

が置かれ、駐在所や民俗資料館・天文台などの施設が集まる実質的な村の中心地で

ある。 

 本レポートでは水産業から振興の可能性を考える。 

 
 

２、中之島の水産業 

トカラ列島の周辺海域は黒潮の影響で暖海性の魚族資源が豊かであり、好漁

場が形成されている。以前はカツオ漁業の展開が見られていた。大正から明治

にかけて漁船の動力化、大型化が進んだことにより新漁場の開拓に成功、結果

的にこれらの海域の漁場的価値は相対的に低下したが、カツオ以外の水産資源

も多く、その価値は極めて高いものがあると言える。 

 
 

３、水産業における課題 

 水産業における課題を数多くあるが、その中でも主なものを以下に示す。 
 ・漁協の経営基盤の強化 
 ・後継者の育成確保 
 ・流通体制の整備 
 ・水産制度金融の充実 
 ・地域特産種のブランド確立と販路開拓 
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４、考察 

概して自然経済の性格の強い離島においては、第一次産業を担うものとして

野生生物は大きな意義を持つ。とりわけ隔絶性の高い微小な離島にあってはこ

の傾向が顕著であり、その自給的経済生活を驚くほど多彩なものとしている。

ゆえに、野生生物の効率的な利用は島の発展に不可欠だと考える。 

 
2007 年には、世界の水産資源の約 28％は過剰開発か枯渇・枯渇からの回復で、

過剰な漁獲のせいで水揚量はその最大可能漁獲量より少なかった。さらに資源

の 52%は十分に開発され、持続的生産の上限あるいはそれに近いレベルの漁獲

量に達しており、さらに拡大する余地はない。資源の 20%のみが控え目に開発

されているか、まだ開発の余地がある状態であり、更なる生産拡大の可能性も

ある。その 20％に該当するのが、まさにトカラ列島周辺の海域だろう。 

 
十島村の水産漁獲物の中でもイセエビの商品価値は非常に高い。しかしなが

ら、それら水産資源を活かしきれていないのが現状だ。先に述べたように課題

は多くあるが、一番の問題は漁業従事者の人数が少ないことではないだろうか。

中之島では水産業を専業としているのは２人である。また、ここ 10 年で新規に

水産業に従事した人はいない。ゆえに、第一に推進すべきは新規水産業従事者

の受け入れ体制の整備や研修の充実、および補助金などの政策であると考える。

はじめに受け入れ体制・補助金などの政策を整え、島外の漁業従事者を増やす。

しかる後、後継者育成・漁港の計画的な整備・漁協の経営基盤の強化に力を入

れていくことが重要になるだろう。流通に関しては今後とも向き合い続けなけ

ればならない課題ではあるが、鮮度が良い高品質での出荷が可能であることが

分かっている。 

 
水産業が発展することで島の財源が潤うのはもちろんのこと、島外の人々を

呼び込む好機になる。さらに、それだけに留まらず、獲れた水産物は島の観光

など第三次産業にも貢献するだろう。以上のことより、稚拙ではあるが水産業

は中之島の振興開発事業になりえると考察する。 
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